
第65回

全国地域婦人団体
研究大会 in しまね

第65回

全国地域婦人団体
研究大会 in しまね

平成29年
10月26日木・27日金

主催　全国地域婦人団体連絡協議会、島根県連合婦人会
後援　内閣府、文部科学省、厚生労働省、島根県、島根県教育委員会、松江市
　　　一般財団法人全国婦人会館、公益社団法人全国結核予防婦人団体連絡協議会
　　　日本赤十字社島根県支部、公益財団法人島根県環境保健公社、社会福祉法人島根県社会福祉協議会
　　　

島根県民会館
ホテル一畑

温故知新
歴史に学び　今を見つめて　文化のまつり
～一人ひとりが学んで気づき　行動を変え　実践できる社会づくり～
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「国宝」松江城

出雲大社御本殿神楽殿の大注連縄
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島根県民会館

ホテル一畑

10月26日木第1日
◆大会総合受付
場所　島根県民会館
　歓迎セレモニー

13：00～14：00

14：00～14：25

◆分科会
場所　島根県民会館
　◇分科会テーマ

第１分科会　　　　【環境問題】
第２分科会　　　　【女性の活躍】
第３分科会　　　　【人づくり】
第４分科会　　　　【領土問題】
第５分科会　　　　【地域防災】

フィールドワーク　【歴史探訪】松江市内
（14：30～17：30）

16：00～17：30

◆懇親会
場所　ホテル一畑

18：30～20：30

ホテル一畑へのアクセス
［出雲縁結び空港から］
◎松江しんじ湖温泉駅まで空港連絡バスで約40分
◎タクシーで約30分
［米子鬼太郎空港から］
◎JR松江駅まで空港連絡バスで約45分、JR松江駅
から路線バスで約20分、「松江しんじ湖温泉駅」
下車徒歩約３分
◎タクシーで約60分
［バスで］
◎JR松江駅から路線バスで約20分、「松江しんじ
湖温泉駅」下車徒歩約３分

［お車で］
◎山陰道『松江中央』または『松江西』ランプより
「松江しんじ湖温泉駅方面」へ15分
［徒歩で］
◎JR松江駅から25～35分
◎ホテル一畑間は徒歩３分
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［出雲縁結び空港から］
◎JR松江駅まで空港連絡バスで約40分※

◎タクシーで約30分
［米子鬼太郎空港から］
◎JR松江駅まで空港連絡バスで約45分※

◎タクシーで約45分
※JR松江駅からは路線バスをご利用ください。
［バスで］
◎JR松江駅から路線バスで約10分「県民会館前」
下車または「松江城（大手）または「大手前堀川
遊覧船乗場」下車徒歩１分

［お車で］
◎山陰道『松江中央』または『松江西』ランプより
「県庁・松江城方面」へ15分
※駐車場の台数が限られていますので、お車での来場は
お控えください。

［徒歩で］
◎JR松江駅から20～30分

◆講演
演題「出雲の魅力」
　　荒神谷博物館館長、NPO法人出雲学研究所理事長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふじおか　だいせつ

　　　　　　　　　　藤岡 大拙 氏

14：30～15：30

島根県景観審議会委員長、松江市文化
財保護審議会委員長など、多数の委員
を務める。
島根県立図書館において、「古文書を
読む会」の講師を46年間、「出雲国風
土記を読む会」の講師を36年間務め
る。出雲弁保存会会長を務める。
平成21年４月～26年３月 堀尾吉晴
公銅像建設委員会委員長、平成22年
９月～28年３月松江城を国宝にする
市民の会会長を務める。

10月27日金第2日
◆受付
場所　島根県民会館〈大ホール〉

　8：00～　8：30

◆オープニングセレモニー 　8：40～　9：00

◆分科会報告 　9：00～　9：30

◆開会行事 　9：30～10：10

◆閉会行事 12：00～12：30

京都と米国カルフォルニア州のカル
フォルニア大UCLAメディカルスクール
などで義肢装具製作の研修・留学を経
て、昭和49年（1974年）只一人で中村
ブレイスを創業。
人々の元気の「支え」になることを願
い、そして過疎化のすすむ史跡の町“石
見銀山”再生の一助となるよう、社員一
丸となって努力を続け、2007年世界遺
産に登録となる。

10：20～11：20◆記念講演
演題「空想の翼で駆けて」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　なかむら　　としろう

　　　　　　中村ブレイス代表取締役　　中村　俊郎 氏

会場案内図

◆アトラクション 11：30～12：00

石見神楽［都治神楽社中］
つ　ち

都治神楽社中は、石見西部を中心とし
た八調子神楽で神社の例祭はもとより
県内外の諸行事へ積極的に参加し花
を添えております。
社中の基本理念として、石見人の性格
になじみ敬神と祭事を盛り上げるため

「残胸再観」を旨として社中一丸となっ
て古典的な神楽あるいは新曲神楽の
習得に精進、研鑽を重ねております。


